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Theactivity8tatu80fthisfiscalyearofRegionalCooperativeTechnology(RCT) center

whichiSnewlye8tablishedinNaganoNationalCollegeofTechnologyinApril2000,isreported.

ThegoalofRCTcenterisbecomingthewindowofthecooperationwithlocalcompaniesand

ourcollege.Thetopicofthisyeari8thatthebuildingwasCOmpletedinSeptember.Theoutlineof

facilityandequlpment,schedulesoftechnicalSeminarsandcollaborations,etc.aredescribed.

キーワー ド:地域共同テクノセンター.年報

1.ま え が き

平成12年 (2000年)4月に,本校と地元企業との連

携の窓口業務を集約的に行うための組織として.｢地
域共同テクノセンター｣(以下ではセンターという)の

組織が発足した.さらに9月初旬にはセンターの施設

が完成して名実ともに ｢地域共同テクノセンター｣の

体制が整い.本格的に業務を稼動させる運びとなった.

本報では.平成 11年 (1999年)12月初旬に開始さ

れたセンター設置のための具体的な計画作業から,竣

工を迎え業務を本格的に開始した今日までを.施設設

備の計画や組織作りの工夫など,種々の項目について

その経過を報告する.また,センター設置の目的や構

想にも触れ,本校が目指す｢地域共同テクノセンター｣

の有り様を概観する.
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2.センター設置の目的と構想

本校におけるセンター設置の目的や位置付けの基本

的概念は,平成 11年 12月9日に開催された第8回運

営委月会で検討され了解された.この判断の背景には,

センターの設立予算が決定した当初に文部省から示さ

れた ｢地域産業に密着した実践的技術者養成機関であ

る高等専門学校において.地域の中小企業を対象とし

た技術相談や共同研究さらには技術者のリフレッシュ

教育などを集約的に行うための拠点施設とする｣.とい

う考えが存在する.この基本な考え方は,後述する｢地

域共同テクノセンターワーキンググループ｣や ｢地域

共同テクノセンター運営委員会｣における構想計画立

案の拠り所となった.

本校は,｢地域共同テクノセンターの設置を機会に,
これを地域企業や外部団体との窓口業務施設であるこ

とを明確に位置付け.施設設備を活用して地域との連

携交流を図り地域産業の活性化に貢献する｣ことを.

これまで以上に大きな目標に据え努力することとなり.

｢地域産業界のニーズに応えるための共同研究を一層

促進し,研究の活性化を目指す｣こととなる.
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3.設置 の経 樺 と組織 ･施 設 設備計画

3-1 センター設置の経緯

平成11年12月初旬.第二次補正予算により ｢地域

共同テクノセンター｣構想が浮上した.すなわち.文

部省は第二次補正予算により高専に対して ｢地域共同

テクノセンター｣と ｢原子力安全教育に関する設備｣

の二施設の設置を示した.このうち.地域共同テクノ

センターは全国の国立高専54校中13校につき本校も

これに含まれた.関東信越地区では本校のほか木更浮

高専と群馬高専に設置が認められた.

さらに設置の趣旨として前述の事柄に加えて.｢こ

の施設は,高等専門学校がこれまで蓄横した技術開発

や研究成果を.技術相談や共同研究を集約的に行うこ

とにより地域の技術力を高め.もって中小企業を始め

とする地域産業の振興 ･活性化を助長し,地域の経済

力向上に資するものである｣が示された.

本校では平成10年度から,｢ものづくり教育および
研究活動の充実を図り.併せて民間企業との共同研究.

技術援助および技術相談などを通して,地域社会に貢

献する｣ことを目的とした技術教育センター構想を掲

げ.地道な活動を開始している.また同時に.総面積

1200m'の技術教育センター施設設備の設置を概算要

求し続けてきた.今回の予算獲得の交渉においては.

これらの実続が効を奏した.

これらの背景もあり.｢地域共同テクノセンター｣の

施設設備にっては.技術教育センター運営委員会(小林

義一委員長)が検討することとなり活動が開始された.

平成11年12月7日に開催の第3回技術教育センタ

ー運営委員会で ｢地域共同テクノセンター｣の設置に

ついての議題が取り上げられ,地域共同テクノセンタ

ーの概要と日程などが次のように示された.

･建物は2階建て410平方メートル(1億3000万円).

設備関係費は6000万円

･11年度第二次補正予算の事業であるから.施設は

12年度当初に着工 (設計は11年度中に完了)

･設備は11年度中に購入する

そこで.設備については技術教育センター構想など

で概算要求している設備を中心に,CAD/CAM システ

ム,素形材加工システム.CNC三次元測定機.レーザ

ー加工機,形彫放電加工機などを中心に検討すること

になった.

平成11年12月9日に開催された第8回運営委員会

における｢第二次補正予算について｣の中で.｢地域共

同テクノセンター｣についての説明がなされた.前述

の事柄に加えて.建物は文部省との協議により実習工

場の近く (現在の設置場所)に建設する.学内共同利

用施設である.購入設備は技術教育センター運営委員

会を中心に検討する.などが示された.

これに対して,本校としての ｢地域共同｣の位置付

け (意味合い)を明確にし取り組み方をきちんと決め

るべき,白紙に戻し初めから学内の意見を吸い上げて

臨むべき.などの意見が出された.しかし.急を要す

ることであり,技術教育センター運営委員会に施設専

門部会長と情報教育センター長を加えて検討する,こ

とで了解された.

平成11年12月10日の第4回技術教育センター運営

委員会には施設専門部会長と情報教育センター長とが

加わり.施設設備について検討した.

設備については.｢ものづくり｣の基本を ｢設計･製

図｣,｢加工｣.｢計測 ･評価｣のサイクルと考え.これ
ら一連の工程か満たされるように前述の機器装置を整

えることとした.

施設について臥 多目的利用施設であること,文部

省から示された実施事業に必要な施設となること,な

どを考慮し.次の項目を検討した.

･共同研究,受託研究を実施するための研究室

･分析評価機器を設置する機器室

･機器の試作.材料の試験を行う試作試験室

･各種セミナー研修会を実施する多目的会議室

･技術相談に応対のための相談室

･受付

･研究成果の展示やセミナー等の開催情報を提供す

るスペース

平成11年12月14日に開催された第9回運営委員会

において,技術教育センター運営委員会で検討した設

備施設の内容が報告され了承された.

平成 12年2月4日の第5回技術教育センター運営

委員会で施設および設備についてほぼ確定した.

平成 12年2月17日に開催された第 10回運営委員

会では.｢地域共同テクノセンター (仮称)の組織およ

び業務等に関するワーキンググループの発足につい

て｣という議題が取り上げられた.この席で校長は,

｢地域共同テクノセンターの予算は.技術教育センタ

ーの概算要求という実績が効果をあげてついたのでは

あるが,本質的には外部向けの施設である.また今後

は.技術教育センター.情報教育センター.地域共同

テクノセンターの三つのセンターは並列という位置付

けで考えたい｣と発言した.そこで.地域共同テクノ

センターを外部向けの機関として位置付けるために.

内部組織および業務などを検討するワーキンググルー

プを発足させることとなった.
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3-2 租轍造りの経緯

平成 12年2月17日の第 10回運営委員会で発足し

たワーキンググループは,センターを将来に渡り活用

できるように新しい感覚で検討するために.若いメン

バーで構成することとなった.

ワーキンググループのメンバーは.岸佐年(長)･藤

原勝幸･長坂明彦･柄沢孝一･中浮達夫･浅野純一郎 ･

内山了治･深井郁夫 ･小林清と決まり.平成 12年 3

月3日に第1回日のワーキンググル-プ会議が開催さ

れた.会議では,センターの構想として実施事業 ･運

営組織 ･施設設備 ･予算 ･初年度の取り組み方などが

検討された.さらに,後日に渡りメールなどを通じて

メンバー間の意見交換とその集約がなされ.｢センタ

ー構想(莱)｣がまとめられた.

平成 12年3月21日.第2回ワーキンググループ会

議が開催され,｢センター構想(秦)｣と ｢センター発足
にあたっての提案 (1年日の活動指針)｣が了解された.

この両者は同じ日に校長に答申され受理された.

平成 12年度となり.4月13日に開催の第 1回運営

委員会において.センター運営委月会委員[岸佐年(長),

中浮達夫･羽賀文夫(副).宮尾芳一.小野伸幸,稔井雅巳.

長坂明彦.青木博夫,榎本宕正.金井辰郎]と ｢セン

ター構想(秦)｣が示された.校長は.｢センター構想(莱)

に大きな問題はない.委員の人事は対外的なことを考

慮して校長が決めた.センター運営委員会で今後の有

り様を充分検討して欲しい.課外活動センター視聴覚
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宝に仮センターを置く｣などを述べた.この時点で.

本校の地域共同テクノセンターは正式的に発足した.

平成12年4月19日に開催された第1回センター運

営委員会では.冒頭に校長からの挨拶があった後.令

委員にセンター運営に関わる業務の割振りがなされた.

ついで.センター長からセンター構想(案)について説

明がなされ,各委員から種々の修正案が述べられた.

さらに.後日に各委員から提案を持ち寄り集約するこ

ととなった.

平成 12年5月9日に開催された第2回センター運

営委員会では,修正されたセンタ-構想(秦)が了解さ

れ.さらに,｢センター規程(秦)｣｢センタ-運営委員
会規程(秦)｣などが提示され了解された.このセンタ

ー構想(秦)は平成5月30日に開催された第2回運営委

月会において示され了解された.また.二つの規程(莱)

は文言などの修正が庶務課で加えられ.6月 14に開

催された第4回運営委員会で了解され正式に決定され

た.図1にセンターを中心に据えて考えた,センター

と学内外各組織との関係を表す概念図を示す.

平成12年7月25日に開催された第3回センター運

営委員会では,｢地域共同テクノセンターの運営に関
する申し合せ(秦)｣と ｢地域共同テクノセンター機器

専門委員(案)｣とが検討され了解された.これらは地

域共同テクノセンター運営委員会裁定と位置付けられ,

同日付けで発効した.機器専門委月は次のとおり.釈

括担当:長坂明彦.CAD/CAM担当:北山光也･堀

Eg_空之之ニl

図1 地域共同テクノセンターを中心とした組織の概念図
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内富雄 ･加藤正幸.3次元測定機担当 :岡田学 ･堀内

富雄 ･種田英樹.レーザ加工機担当:長坂明彦 ･斉藤

正勝･三尾敦,フレキシブル鋳造装置担当:深井郁夫 ･

三尾敦,NCフライス盤･MC担当:小林茂夫 ･深井

郁夫 ･加藤正幸.NC旋盤担当 :閃虞治 ･和田-秀.
ワイヤ放電加工機担当 :和田-秀 ･閑康治.

平成 12年9月5日に開催された第4回センター運

営委員会で臥 竣工したセンター施設の常駐スタッフ

の確認,各施設設備の運用方法の確認などがなされた.

これにより.センター業務を本格的に稼動させるため

の組織つくりに.一応の決着を見た.

3-3 施設設備計画の推移

施設設備の大きさや予算規模は前述したが.これら

の詳細の検討内容とその経緯は次のとおりである.

施設の構想として. 1階には新しく導入予定の設備

を置く 102m'の ｢試作室｣と技術相談に利用する 61

m'の ｢技術相談室｣,2階には各種プレゼンテーション
用機器を備え技術研修など多目的に利用可能な102m'

の ｢共同研究･セミナー室｣とCAD/CAMシステム

などを置く68m'の｢分析評価室｣など四つの部屋を設

置する.こととなった (ただし,これらの部屋の名称

は後日の実際の運用開始時には変更される).また.イ

ンターネット用のルーターの設置を考慮すること,玄

関スペースの有効活用を計ること,身障者の利用を考

慮したバリヤフリー構造とすること.などが合意され

た.そして,12月 14日まで.部屋の広さ･機器の配

置 ･電源 ･水道 ･ガスの設置など設計仕様ヒヤリング

シートの作成へ.作業が進められた.

また設備導入の予定として.12月22日までに仕様

作成,12月24日に官報に入札公告.2月3日に入札書

受額期限.その後の技術審査を経て2月17日に開札と

契約,3月30日納入期限.が確認された.

上で述べた基本構想に基づいて設計された施設は平

成12年4月3日に着工され.4月に発足したセンター

運営委員会による建物全般に対する具体的な検討結果

による若干の修正を施した後,平成12年9月1日に竣

工した.

竣工したセンター棟内のすべての部屋には情報コン

セントが設置されており,一部を除きすべてOAフロ

アに配置されたコンセントボックスから容易にコンピ

ュータを情報端末として接続利用できる環境が整備さ

れている.センター棟内に設置された主要な設備は次

のとおりである.

(1)高度加工実験室 (当初計画の試作室を改称)

高度加工実験室には.本校あるいは地域企業におい

てもそのほとんどが所有していない設備を導入し.産

学共同事業に有効に活用できることを目的としてその

充実にあたった.主な設備として,異種金属間の精密

溶接などに威力を発揮するYAGレーザ加工機(住友

重機械工業)(9月14日搬入).被加工物の形状を精密

に測定する三次元測定機(ミツトヨ)(9月21日搬入)

が設置されている.また,有効利用を考慮して技術教

育センター工場内に.フレキシブル鋳造システム(Ⅴプ

ロセスシステム)(新東工業)(4月24日搬入)を設置

した.

(2)プロジェクト実験室 (分析評価室を改称)

プロジェクト実験室には,高度加工実験室ならびに

技術教育センター工場内に設置されている各種数値制

御工作機械に対応可能な3次元CAD/CAMシステ

ム(アンドール).およびセンター棟の情報通信全般を

管理する情報通信機器が設置されている.

CAD/CAMシステムは汎用装置であり.本校のみ

ならず地域企業においても充分利用可能である.さら

に,センター棟内の情報通信システムに設置されたサ

ーバでは.センター内での情報端末の利用を簡素化す

るため,外来者が特別な設定無しに情報コンセントに

接続できるDHCPサービスをはじめ,センター情報

を提供する独自のWWWサービスなども提供している.
(3)セミナ一室 (共同研究 ･セミナー室を改称)

セミナー室には高解像度プロジェクタ･資料提示装

置 ･拡声装置など各種プレゼンテーション機器を設置

し.多人数で行うセミナーや講習会に充分に対応でき

る設備が導入されている.図2にセンター施設の平面

図を示す.

図2 センター施設の平面図
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4.センターの活動状況

平成12年3月27日にCAD/CAMシステムが視聴

覚室に搬入され,前述した ｢仮センター｣は実質この

日から発足した.

平成12年9月25日の午後3時から,後援会長および

同窓会長を来賓として迎え.センター玄関前において

竣工式が行われた.式では.後援会長･同窓会長･校長･

センター長･学生会長によるテープカットが行われ.続

いて校長とセンター長のあいさつがあり.さらに同窓

会長による祝辞,会計課長による事業の経過説明が行

われた.その後.出席者 (約40名)による施設設備の

見学が行われ.一連の予定は3時 40分に終了した.図

3に竣工式の様子を写巽で示す.

以下では発足したセンターの活動状況を項目ごとに

記述する.

4-1 CAD/CAMシステムと講習会

3月27日に搬入された主な機器の内訳は.パソコン

5台 ･レーザプリンタ1台 ･2次元CADソフト･3

次元CADソフト･CAMソフト (ミーリング.ワイ

ヤカット 旋盤加工.レーザ加工)が各 1セットであ

る.

これらを用いて.学内への技術講習会が早速開始さ

れた.

(1)2次元CAD講習会 :4月6-7日に仮センタ

ーで実施され,17名が参加した.

(2)3次元CAD訴習会:4月 19-20E]に実施され.

17名が参加した,

(3)CAM誹習会 (基本ソフト編):8月24日に実

施され.以下の機幣矧●ヨ黍fiが中心に出席した.

加藤正幸.胸内打払 北山光也.三嶋敦.汗腺

正勝.艮坂明彦,小机'R火.探)HJb人.I地脈軌
和田-秀

(4)CAM耕閉会 (ミ-リング舶):8)125日に'j!

施され.以下の機牌L即り香山が小心に川伸した.

小林茂夫.深井IjlLk.加ti#正や

(5)CAM訴習会 (ワイヤカット舶):8)】28[｣に

実施され.以下の機器ilffltJ香山が小心にLIiJ.Wし
た.和田一秀.閑贋治

(6)CAM講習会 (旋盤加工絹):8ノ129uに火施さ

れ,以下の機器専門委月が中心に山席した.

閑虞治.和田-秀

(7)YAGレーザ加工機取扱詐習会 :9月20.28U

に実施され.以下の機器専門委負が中心にLll伸し

た.三尾敦,斉藤正勝.長坂明彦

(8)三次元軌定機取扱訴習会 :9月25-29日に実施

一打

.ll

.Pjh

_一
_
_
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図3 竣工式のひとこま

され.以下の機器専門委負が中心に出席した.

種田英樹.岡田学,堀内富雄

4-2 共同研究課唐集の発行

センター広報活動の大きな目玉として ｢共同研究課

題娘｣の発行が.4月 19日開催の第 1回地域共同テク

ノセンター運営委員会において了解された.これに基

づいて担当委員 (檎井雅巳)による準備を開始し,5

月9日の第2回センター運営委員会において ｢共同研

究課題集｣のフォーマットが示され.以下の日程にて

募集が行われた.

･6月 14日 ｢共同研究課題集｣募集開始

･7月 14日 ｢共同研究課題集｣募集締切り

･9月 12日 ｢共同研究課題集｣二次募集開始

･9月25日 ｢共同研究課題集｣二次募集締切り

この募集に対して本校教官23名から27件の提案が

なされた.以下に提案者と共同研究課題とを示す (10

月26日現在).

(1)江角血道 :IIF脚ECRを用いたコンパクト高密度

(2)汀1tJuj:近 :

(3)江角血道 :

(4)藤原勝幸 :

(5)古川万寿夫

(6)鈴木彦文 :

(7)鈴木彦文 :

(8)金井辰郎 :

プラズマ発生装際の開発

反応性プラズマのプローブ計測手法

の偶発

ピンホール陽極アークプラズマジェ

ットによる薄膜生成

金属水素化物の基礎物性と応用に関

する研究

:障専者および高齢者のための福祉

支援電子装置の開発

意思決定に基づくプログラム設計指

導システム

JavaによるYYYとDBを利用したレ
ポート受理システムの製作

経営組織改善による企業の内部経済

性開発の可能性に関する研究
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(9)柄浮孝一 :高周波用パラメトリック磁気センサ

に関する研究

(10)岸佐年 ･堀内富雄 :複合遊星歯車機構を用いた

無段変速機の開発

(ll)岸佐年 ･堀内富雄 :多用途新型内接歯車ポンプ

の開発

(12)押田京- :顕微鏡による材料の微細組放 ･構造

の観察と解析

(13)押田京- :画像処理の材料解析.工業技術への

適用

(14)森山突 :放電加工可能なオールセラミックス製

型素材の開発

(15)長坂明彦:YAGレーザ加工とプレス成形性に

関する研究

(16)中浮達夫.他 :先端技術情報研究

(17)中浮達夫 ･押田京- :薄膜電子材料の開発と評

価

(18):檎井雅巳･山本行雄:高品質電磁機器設計のた

めの電磁界解析技術の導入支援

(19)大矢健一 :リカレント型ニューラルネットワー

クによる電子楽器音源の開発

(20)小野伸幸 :各種画像から寸法などを測定する簡

便な装置の開発

(21)小野伸幸 :近赤外光を用いた不可視生体情報計

軌に関する研究

(22)堀内征治 :ITに即した教育の情報化に関する

システム開発

(23)坂口正雄 :歯ぎしり,噛みしめ防止バイオフィ

ードバックシステムの開発

(24)坂口正雄 :心拍型糖尿病運動療法指導管理装置

の開発

(25)宮崎敬 :ウェーブレット変換を利用した画像の

高速結合法の開発

(26)服部秀人 ･榎本宕正 :構造物の耐震性に関する

研究

(27)柳沢吉保 :ITSを活用した長野都市圏の公共

交通活性化および渋滞対策支援シス

テムの開発

4-3 地域との連携実例集の先行

7月 25日に開催された第3回センター運営委員会

において.｢共同研究課題集｣とともに地域と本校との

連携を広報することを目的として ｢地域との連携実例

集｣を発行することが提案され.了解された.｢地域と

の連携実例集｣に掲載する情報は.専攻科設置準備専

門部会 (山本行雄委員長)が専攻科設置推進のために

収集した資料を基に.当センターで整理し,提出者に

承諾を得た上で資料として掲載することとした.資料

は膨大であり以下に項目のみを示す (担当委員 :愉井

雅巳).

(1)地域事業への参画

(2)本校主催の地域への開放事業

(3)地域企業等との共同研究と研究における連携

(4)地域における講座等への援助

(5)長野高専から地域企業への技術協力

(6)地域企業等との研究結果に関する発表題目

4-4 紹介パンフレット･=ユ-スレク-の発行

7月 25日に開催された第3回センタ運営委員会に

おいて.｢センター紹介パンフレット｣および｢センタ

ーニュース｣を発行しセンターの広報に務めることが

提案され,了解された.

担当委員 (小野伸幸.中浮達夫)による検討の結果.

パンフレットはA4サイズ両面カラー仕上げで,セン

ター設置の目的,施設設備の紹介.利用案内.電話 ･

ファックス･E一皿ail･URL情報.交通案内などを網

羅し,2000部を印刷した.

また,ニュースレターは｢RCTセンターニュース｣
として継続して発行する予定であり.A4サイズの両面

にセンターの様々な情報をタイムリーに掲載し.印刷

物およびファックスなどを通じて地元企業などへ発信

することになっている.第 1号は竣工式の9月25日に.

第2号は10月18日の記念行事に.併せて発行した.

なお.センターの英語名を RegionalCooperative

TechnologyCenter(略称RCT)とした.ニュースレタ

ーの名称の先頭にはこれを用いた.

4-5 技術研究会の発足

センター構想に基づいて種々の技術研究会が発足し.

7月 25日に開催された第3回センター運営委員会に

示され了解された.なお.技術研究会の発足と各技術

研究会への入会は随時に受け付けている.(○印:研究
代表者)

(1)電磁アクチュエータ･センサ研究会

研究分野 :センサ,アクチュエータ.電磁枚器

の開発

会員:○山本行推.稔井雅巳 柄沢孝一,渡辺
誠一.脇若弘之 他

(2)生体計測研究会

研究分野 :医療 ･健康機器の開発

会員:○坂口正艶 小野伸幸 種田英樹 他

(3)YAGレーザ加工研究会

研究分野 :セラミックス･金属のYAGレーザ

による精密加工

会月:○森山 実.長坂明彦.後藤善昭.石坂泰
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恵.青木政典.他

(4)応用機械要素設計研究会 (RSP可能性試験)

研究分野 :新型歯車ポンプの開発.複合遊星歯

車式無段変速機の開発

会員 :○岸 佐年.長坂明彦.小野伸幸.堀内富

艶 岡田 学.島田草久.中沢正明.斎藤

真一.中沢 潤,小林博昭.小池治生.別

田英伸,桑原正道.祖山草艶 他

(5)エコロジー住宅研究会

研究分野 :在来技術と新技術の融合,建築物理

学 (熱工学)の構築.地場産業にお

ける対応の可能性検討

会見:○中沢達夫.岸 佐年.青木博夫,宮下和

美.有賀健一.宮原仁史,高楠煎.他

(6)品質工学研究会

研究分野 :品質工学 (タグチメソッド)の製品

開発への適用法の検討

会員 :○青木博夫.愉jF雅巳.村岡正一.也

(7)自治体GIS研究会

研究分野 :自治体のGIS導入の可能性と粒適

情報化環境の構築法研究

会員 :○服部秀人.措水治彦.永膝詔官.関野

友憲.中沢達夫.石田 晃.伊藤史子.析水

忠幸.三井勇夫.横井直道.高橋正樹.中山

準-.北村書彦.宮下和美,他

(8)機能性新材料研究会

研究分野 :新機能性材料の創製とそれを利用し

たエネルギー素子の開発

会月:○中滞達夫.押田京-,大帝華道.藤原

勝幸.江角Ltf道.他

(9)プレゼンテーション研究会

研究分野 :プレゼンテーション技術の話笛収

姓 ･ノウハウの粛街と公開

会員 :○中沢過大.神田成一.JP佐年.愉井雅

巳.他

4-6 技術交流会 ･研究会の活動状況

センター施設設備の竣工とともに.技術研兜会など

の活動は次々と活発に開始された.以下に.平成 12

午 (2000年)10月末までの活動の状況を示す.

(1)第1回技術研究会 :応用機械要素設計研究会

共催 :(財)長野県テクノハイランド開発機構

同善光寺バレー支部

日時 :9月20日 (水)15:00-18:00

課題 :複合遊星歯車倣牌の理論と設計計算法

発題老 :岸 佐年 (電子制御工学科)

参加瀬 :134T.
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(2)第 1回技術交流会 :竣工記念特別講演会

日時 :年 10月 18日(水)14:30-

演題 :産学共同について

講師 :池田 明 (㈱ミマキエンジニアリング)

参加者 :88名

図4に竣工記念特別講演会に先だって行われた施設

内見学の様子を,図5には記念講演会の様子を.それ

ぞれ写真で示す.

(3)第2回技術研究会 :応用機械要素設計研究会

共催 :(財)長野県テクノハイランド開発機構

同善光寺バレー支部

日時 :10月25日 (水)15:00-18:00

課題 :複合遊星歯車機構を応用した無段変速機

の設計法

先題者 :岸 佐年 (電子制御工学科)

参加者 :14名

(4)第2回技術交流会 :技術交流フォーラム

共催 :(財)長野県テクノハイランド開発機構善

光寺バレー支部

図4 竣工記念行一料こおける施設内見学

図5 記念講演会
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日時 :年10月27日(金)13:30-18:00

13:40-14:00

浜題 :地域共同テクノセンターの概要

講師 :岸 佐年 (電子制御工学科)

14:00-14:50

演題 :テイラー渦流れにおける非線型力学とカ

オス

講師 :戸谷 傭信 (機械工学科)

14:50-15:15

地域共同テクノセンターの見学

15:15-16:05

演題 :電磁界解析技術の機器設計への応用とそ

の問題点

講師 :橡井 雅巳 (電気工学科)

16:05-16:55

演題 :薄膜半導体材料の開発

講師 :中浮 達夫 (電子情報工学科)

参加者 :21名

以上で述べた種々の資料情報はYeb上に新設したセ

ンタ-ホームページ [http://www.tee.nagano-
nct.ae.jp]にも公開しており.随時更新され利用の
便に供している.なお,センターのE-mailアドレスは

[tech-C@nagano-net.ae.jp]である.

5.ま と め

平成 11年 (1999年)12月初旬に計画準備を開始し

た ｢地域共同テクノセンター｣について.平成 12年

(2000年)4月の組織の発足.さらには平成 12年9月

の施設の竣工にともなう本格稼動の状況などを中心に,

ほぼ1年間の活動を振り返った.

｢地域共同テクノセンター｣に対する学外からの反

応は良好であり.大きな期待感を持って受けとめられ

ている.したがって,今後はこの期待に本校がいかに

応え得るかが問われることとなり.その課題も多い.

例えば施設設備の関連における今後の課題を挙げる

と.次のようになる.

(1)現有の施設設備をより有効に活用するためのソ

フト面での充実

(2)種々の地域企業からの要望に対して.本校が提

供できるサービスの向上

(3)機械加工などを主体としている現状の利用分野

を拡大するための機器装置の導入

施設設備が整いセンターが本格稼動して間もない現

段階では.運用方法の詳細はセンター運営委員会など

により更なる検討を進めているが.センダーの有効活

用の向上を目指してより良い方策を模索する作業が常

に必要である.

また.今後の施設設備面の充実は,限られたスペー

スと予算規模を考えると困難な課題であるとも言える.

そこで,学内の了解を得て.｢地域共同テクノセンタ

-｣は現存する学内諸施設設備も学外の利用に供する

ための窓口である,という体制を確立したならば.学

内の諸施設設備の有効活用にも発展し,センター設置

の目的にも叶うものと考える.全学を挙げての支援協

力が実現することを期待したい.

なお.平成 12年度 (2000年)の地域共同テクノセ

ンター運営委月は次のとおりである.

岸 佐年 (センター長,電子制御工学科)

中浄達夫 (副センター長,電子情報工学科)

羽賀文夫 (副センター長.技術室)

宮尾芳一 (機械工学科)

小野伸幸 (電子制御工学科)

檎井雅巳 (電気工学科)

長坂明彦 (機械工学科)･

青木博夫 (電気工学科)

榎本憲正 (環境都市工学科)

金井辰郎 (一般科)

和田一秀 (技術室)


